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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 3,328 △7.8 110 △47.8 150 △44.9 △221 ―
23年3月期第3四半期 3,609 27.9 211 ― 272 ― 241 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 △358百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 98百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 △22.64 ―
23年3月期第3四半期 24.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 4,051 3,173 78.3
23年3月期 4,772 3,580 75.0
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  3,173百万円 23年3月期  3,580百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
24年3月期 ― 0.00 ―
24年3月期（予想） 2.00 2.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 連結業績予想の修正については、平成２４年２月９日公表した「特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,957 △7.9 5 △95.3 47 △77.3 △291 ― △29.75



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は、経済状況・市場環境・為替の変動等にかかわるリスクや不確定要因により記載の予想数値と異なる可能性もあります。業績予想に関する事項は、
（添付書類）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 9,780,000 株 23年3月期 9,780,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 403 株 23年3月期 403 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 9,779,597 株 23年3月期3Q 9,779,597 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にある中

で、長期化する欧州の財政危機問題や中国・インドなど新興国の経済成長の鈍化、そして歴史的な円高など、景

気の回復は依然として先行き不透明な状況が続きました。 
  

  旅行業界における海外旅行動向は、東日本大震災の発生以降、旅行需要は急激な自粛ムードから旅行を手控え

る動きが出るなど、旅行環境に多大な影響をもたらしました。しかしながら、夏以降は、自粛ムードも和らぎ、

また円高による割安感から旅行需要にも回復の兆しは見え始めるなど、先行きの不透明感はあるものの、緩やか

な回復基調で推移してきました。 
  
 このような状況下、当社グループは、引き続き「中期経営戦略」(2010年4月～2013年3月)を達成すべく業務効

率化の推進と営業活動を積極的に展開し、お客様の立場に配慮した「ゆとりある豊かな旅」「高い安心感と満足

感」の提供を実践し、顧客満足度の更なる追求と他社との差別化されたサービスの向上を目指してまいりまし

た。 
  

  商品開発面におきましては、お客さまに満足いただける商品の開発を前提に、お客様の旅行ニーズを的確に把

握しながら、お客様の体力にあった商品の開発を積極的に展開し、お客様各々の体力に合わせて選べる３段階の

「ゆったり度」をより明確にした、ゆったり度①、ゆったり度②、ゆったり度③に分類された商品構成の提供を

継続的にすすめてまいりました。この商品構成を提供するに当たり、当第３四半期会計期間では、より「ゆった

り度」を明確にし、お客様が自己の健脚度に合わせて選べるよう、より分かりやすい商品の開発を進めてまいり

ました。 

 当第３四半期会計期間に販売を開始した主な商品としては、当第４四半期会計期間に催行するツアー「長江の

船旅、早春のヨーロッパの旅、豪華客船の旅、南アフリカを訪れる旅」、来期には創業35周年記念企画として、

「10年に一度の花の博覧会フロリアードの旅、ベルサイユ宮殿貸切り見学と晩餐会の旅」、「春のセレナーデ号

の船旅、初夏のヨーロッパの旅等」の案内を開始いたしました。 
  

  販売面におきましては、お客様の旅行需要が徐々に回復の兆しが見えてきたことから、主力商品である、秋の

ボルガ河の船旅、秋のセレナーデ号の船旅（選択できる「しっかり観光」「ゆったり観光」や、量とカロリーを

控えながらフルコースディナーをご用意した「美食の船旅」）などの高年齢層のニーズに配慮した商品と前述の

創業35周年記念企画商品を中心に窓口及び企画セクションからの積極的な販売活動を実施してまいりました。そ

の結果、第３四半期会計期間の売上は、前年同期間に比べ１億72百万円増加の16億38百万円となり、当第３四半

期累計期間の業績は、東日本大震災の影響により前年を下回ったものの、売上高は33億28百万円（前年同期比 

7.8%減）となりました。 
  
  利益面におきましては、「秋のボルガ河の船旅、秋のセレナーデ号の船旅」の集客数が計画を上回り、利益率

が改善しました。その一方で、経費の節減にも継続的に努めてまいりましたが、東日本大震災の影響により売上

高が前年を下回ったことにより、当第３四半期累計期間は、営業利益１億10百万円(前年同期 営業利益２億11

百万円  同期比 47.8%減)、経常利益１億50百万円（前年同期 ２億72百万円 同期比 44.9%減）となりまし

た。 
  
  四半期純利益におきましては、平成24年２月９日付けで発表した「特別損失の計上及び業績修正に関するお知

らせ」に記載のとおり貸倒引当金を計上したことにより、当第３四半期連結累計期間は、四半期純損失２億21百

万円(前年同期 四半期純利益２億41百万円）となりました。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

(流動資産) 

  当第３四半期連結累計期間末における流動資産の残高は、13億29百万円(前連結会計年度末は18億94百万円)と

なり、５億65百万円の減少となりました。 

  主な増減要因としては、下記の内容が挙げられます。 

  ① 季節変動により営業債権(営業未収入金・旅行前払金)の減少と営業債権の一部をそのた投資に振替えた 

    ことにより１億53百万円減少したこと 

  ② 現金及び預金が３億41百万円減少したこと                            

    ③ 短期貸付金を含むその他流動資産が96百万円減少したことによるものであります。 

(固定資産) 

  当第３四半期連結累計期間末における固定資産の残高は、27億22百万円(前連結会計年度末は28億78百万円)と

なり、1億55百万円の減少となりました。 

 主な増減要因としては、下記の内容が挙げられます。 

  ① 営業債権及びその他流動資産からの振替によりそのた投資が１億67万円増加したこと 

  ② 貸倒引当金の計上によりそのた投資等の資産３億54百万円減少したことによるものであります。 

(流動負債)         

  当第３四半期連結累計期間末における流動負債の残高は、６億９百万円(前連結会計年度末は９億98百万円)と

なり、３億88百万円の減少となりました。 

 主な増減要因としては、下記内容が挙げられます。 

  ① 季節変動により営業債務(営業未払金・旅行前受金)の減少と営業債務の一部をその他固定負債に振替え 

    たことりより４億50百万円減少したこと 

  ② 未払法人税等が30百万円増加したこと 

  ③ その他の流動負債が47百万円増加したことによるものです。 

(固定負債) 

  当第３四半期連結累計期間末における固定負債の残高は、２億68百万円(前連結会計年度末は１億93百万円)と

なり、74百万円の増加となりました。 

 主な増加要因としては、営業債務からの振替により、その他固定負債が78百万円増加したことによるものであ

ります。 

(純資産) 

  当第３四半期連結累計期間末における純資産の残高は、31億73百万円(前連結会計年度末は35億80百万円)とな

り、4億7百万円の減少となりました。 

 主な減少要因としては下記内容が挙げられます。 

  ① 投資有価証券の時価評価及び為替予約等の時価評価に伴う評価・換算差額等が１億37百万円減少したこ 

    と 

  ② 四半期純損失の発生及び配当の支払いにより利益剰余金が、２億70百万円減少したことによるものであ 

       ります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  平成24年３月期（平成23年４月１日～平成24年３月31日）の通期連結及び個別業績予想につきましては、平成

23年５月13日付で公表しました業績予想を修正いたしました。 

  詳細につきましては、平成24年２月９日に公表した「特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」

をご参照下さい。 

  尚、当期の利益配当につきましては、今回、特別損失を計上することになりましたが、長年の株主の皆様のご

支援に報いるために、利益配当に関しましては、当初の予定に変更はありません。 

   



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

   

   

  該当事項はありません。  

   

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,372,963 1,031,523

営業未収入金 21,471 6,883

有価証券 47,857 47,888

貯蔵品 4,575 4,685

未収還付法人税等 852 －

旅行前払金 291,270 152,652

その他 182,088 85,756

貸倒引当金 △26,608 △60

流動資産合計 1,894,469 1,329,331

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 156,288 158,709

減価償却累計額 △114,107 △116,050

建物及び構築物（純額） 42,181 42,659

土地 37,780 37,780

その他 84,354 86,291

減価償却累計額 △77,484 △80,352

その他（純額） 6,869 5,938

有形固定資産合計 86,830 86,377

無形固定資産 16,251 15,881

投資その他の資産   

投資有価証券 817,809 834,454

長期貸付金 1,709,246 1,724,338

その他 250,182 417,756

貸倒引当金 △2,100 △356,571

投資その他の資産合計 2,775,138 2,619,978

固定資産合計 2,878,220 2,722,237

資産合計 4,772,690 4,051,568



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 272,991 53,911

未払法人税等 11,072 41,885

旅行前受金 549,911 318,856

賞与引当金 22,549 5,911

その他 141,639 189,219

流動負債合計 998,164 609,784

固定負債   

退職給付引当金 92,179 86,143

役員退職慰労引当金 89,305 93,667

資産除去債務 9,028 9,833

その他 3,112 78,598

固定負債合計 193,625 268,242

負債合計 1,191,790 878,027

純資産の部   

株主資本   

資本金 932,550 932,550

資本剰余金 911,300 911,300

利益剰余金 1,880,625 1,610,297

自己株式 △218 △218

株主資本合計 3,724,257 3,453,929

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △56,786 △136,813

繰延ヘッジ損益 △86,569 △143,574

その他の包括利益累計額合計 △143,356 △280,387

純資産合計 3,580,900 3,173,541

負債純資産合計 4,772,690 4,051,568



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

営業収益 3,609,033 3,328,206

営業原価 2,815,468 2,601,087

営業総利益 793,564 727,118

販売費及び一般管理費 582,160 616,863

営業利益 211,404 110,255

営業外収益   

受取利息 45,518 25,411

受取配当金 7,344 9,704

為替差益 4,909 1,969

その他 3,809 5,238

営業外収益合計 61,581 42,324

営業外費用   

その他 456 2,403

営業外費用合計 456 2,403

経常利益 272,528 150,177

特別損失   

投資有価証券評価損 － 125

貸倒引当金繰入額 － 327,923

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 7,278 －

特別損失合計 7,278 328,049

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

265,250 △177,871

法人税、住民税及び事業税 4,574 38,658

法人税等調整額 18,740 4,899

法人税等合計 23,315 43,558

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

241,934 △221,429

四半期純利益又は四半期純損失（△） 241,934 △221,429



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

241,934 △221,429

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △30,478 △80,026

繰延ヘッジ損益 △112,619 △57,004

その他の包括利益合計 △143,097 △137,031

四半期包括利益 98,836 △358,461

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 98,836 △358,461

少数株主に係る四半期包括利益 － －



 該当事項はありません。   

   

   

 当社グループの事業は旅行業という単一セグメントに属するため 、セグメントに係る記載は該当がありませ 

  ん。  

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象



（１）生産、受注及び販売の状況 

① 商品仕入実績 

    （注）地上費は、主催旅行における海外現地の宿泊費、交通費、その他の費用等であります。 

  

② 販売の状況  

ａ．商品別売上高 

（注）その他売上は、保険手数料及び渡航申請手数料等の収入であります。 

ｂ．種別旅行売上高 

  

５．補足情報

商品名 
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

航空運賃・地上費（千円）  2,425,366  2,220,544

広告原価（千円）  168,776  183,606

その他（千円）  157,889  135,954

合計（千円）  2,752,032  2,540,105

区分 
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

旅行売上（千円）  3,592,193  3,314,391

その他売上（千円）  16,839  13,814

合計（千円）  3,609,033  3,328,206

区分 
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

募集型企画旅行（千円）  3,390,424  3,092,533

受注型企画旅行・手配旅行

（千円） 
 201,269  221,857

合計（千円）  3,592,193  3,314,391



C．渡航先別旅行者数 

(注) 当社グループの顧客層は、年間で見た場合、欧州方面の旅行需要が主流を占めております。 

   特に海外渡航先のべストシーズンである初夏及び紅葉の時期に需要が集中するため、通常、 

第１四半期連結決算期及び第３四半期連結会計期間の売上が他の四半期と比べて高くなって 

おります。 

  

行先 
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

ヨーロッパ（人）  3,857  3,482

ロシア（人）  142  165

中東（人）  202  170

北米（人）  594  441

中南米 (人)   18  24

オセアニア（人）  137  62

アジア（人）  775  658

アフリカ（人）   71  57

合計（人）  5,796  5,059



（２）その他注記情報 

(四半期連結貸借対照表関係)  

  

【追加情報】 

   

当第３四半期連結会計期間末 

（平成23年12月31日）   

１．偶発債務  

 当社はEuro Cruise Holdings B.V.（以下、「同社」とする）と平成18年7月に業務

提携を行い、当社優先利用の河川クルーズ船の建造を委託するとともに、融資契約を

締結しております。 

 同河川クルーズ船は平成19年5月より運航を開始し、当社は事業年度のうち一定期間

チャーターをしております。また、同船舶の運航業務につきましては同社に全面的に

委託しております。 

 業務提携契約に基づく運航業務委託費の範囲等の認識の相違に関して、当該認識の

相違の解消を図ることを目的として、オランダの法律に基づくvoorlopige 

voorzieningenprocedure（以下、「略式訴訟」とする）を平成23年4月8日付で提起、

当該略式訴訟の判決は平成23年5月5日に送達されておりますが、今後の円滑なツアー

の催行を重視し平成23年5月3日から平成23年11月23日の間、同社とStand Still 

Agreement（休止契約）を結び、その間、継続的に協議し、和解に向けての調整を行っ

てまいりましたが、当第３四半期連結会計期間末において、合意に至りませんでし

た。 

 当社の認識は契約に基づく適正なものとして、将来に向けた新たな取引関係の構築

に向けた交渉を行う予定でありますが、和解に至っていないことから、現時点までの

交渉の経過及び今後の取引関係の維持継続等、並びに円高に伴う担保価値の減少等を

勘案し、同社に対する債権に対して将来発生する可能性のある損失を見積もり、当第

３四半期連結会計期間に、貸倒引当金を計上いたしました。 

  

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正よ

り、「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21

年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

（退職給付引当金）  

 当グループは、確定拠出年金法の施行に伴い、平成23年８月に適格退職年金制度を廃

止し、中小企業退職共済制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」

（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。なお、本移行が損益に与える影

響額は軽微であります。  

（法人税率の変更等による影響）  

  「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正

する法律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実

施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が平成

23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以降に開始する連結会計年度から法人税率

の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税

金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の40.70%から、平成24年

４月１日に開始する連結会計年度間から平成26年４月１日に開始する連結会計年度に解

消が見込まれる一時差異については38.01%に、平成27年４月１日に開始する連結会計年

度以降に解消が見込まれる一時差異については35.64%なります。なお、この変更による

当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響額は軽微であります。  
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